
主催 ： 環境省、一般財団法人地球・人間環境フォーラム

　２０１５年２月、「第１８回環境コミュニケーション大賞」の環境
報告書部門において「優良賞」を受賞しました。２年連続受賞の
快挙です。この賞は、事業者等の環境経営および環境コミュニ
ケーションへの取り組みの促進と環境情報開示の質の向上の
ために優れた環境報告書などを表彰するものです。

「第１８回環境コミュニケーション大賞」で優良賞

主催 ： 「誠実な企業」賞-Integrity Award-審議会

　２０１５年３月、「『誠実な企業』賞２０１５-Integrity Award-」において、
「優秀賞」を受賞しました。２００４年の「金融機関部門賞」以来、金融機関
では唯一、２度目の受賞です。この賞は、企業の社会的責任、企業倫理、
コンプライアンス、内部統制等に優れた取り組みを行っている企業を
表彰するもので、当行の①環境を主軸とした「日本の金融機関初」の
先進的な取り組み②地域活性化に取り組む地場産業育成銀行のモデル
③行是の精神を原点としたすべての活動が高く評価されました。

「『誠実な企業』賞２０１５-Integrity Award-」で優秀賞

T O P I C S

当行は、ＣＳＲ（企業の社会的責任）を「社会の持続可能な発展のために、

社会の一員である当行が果たすべき責任」と位置づけ、

「環境」「福祉」「文化」を３本柱としたＣＳＲ活動を展開しています。

行是「自分にきびしく 人には親切 社会につくす」の精神を原点とし、

「クリーンバンクしがぎん」を目指して、

ＣＳＲ憲章（経営理念）に掲げる「地域社会」「役職員」「地球環境」との

「共存共栄」の実践に努めています。

CSRのしがぎん

行是（1966年制定）

ＣＳＲ憲章（経営理念）
私たちは、伝統ある近江商人の「三方よし(売り手よし、買い手よし、世間よし)」の精神を継承した行是「自分にきびしく 
人には親切 社会につくす」をＣＳＲ（企業の社会的責任）の原点とし、社会の一員として「共存共栄」を実現してまいります。

地域とともに歩む銀行として、
お客さまの信頼と期待に
お応えするため、

「健全」と「進取」の精神を貫き、
地域社会の発展に努めます。

役職員一人ひとりの人権や
個性を尊重し、働きがいのある
職場づくりに努め、心身ともに

「クリーンバンクしがぎん」の
実現に努めます。

琵琶湖畔に本拠を置く企業の
社会的使命として「環境経営」を実践し、
地球環境を守り、
持続可能な社会づくりに努めます。 

地域社会との
共存共栄

役職員との
共存共栄

地球環境との
共存共栄

［名　　  称］ 株式会社 滋賀銀行
 THE SHIGA BANK, LTD.

［本店所在地］ 滋賀県大津市浜町1番38号
［設　　  立］ 1933年10月1日
［総  資  産］ 4兆9,746億円

［預金残高］ 4兆3,883億円
 （譲渡性預金含む）

［貸出金残高］ 3兆605億円
［資　本　金］ 330億円
［従　業　員］ 2,228人
［店　舗　数］ 137カ店
 （うち代理店14カ店）

しがぎんの概要（2015年3月31日現在） 
2014年度（2014年4月1日から2015年3月31日）を主な報告対象とし、
一部には、2014年度以前の活動や2015年9月までの最新情報を
含んでいます。

報告対象期間

02 共 に 考 え 、共 に 築 く 。　03

ISO26000の７つの中核主題

組 織 統 治1

公正な事業慣行2

労 働 慣 行3

人  権4

消費者に関する課題5

コミュニティ参画および開発6

環  境7

CSRリポートの開示項目

自己責任経営の実践
事業継続に向けた取り組み

役職員との共存共栄

地域社会との共存共栄

地球環境との共存共栄

（2007年制定）

　役職員一人ひとりの環境意識を高めるとともに、透明度
の高い情報開示に努め、心身ともに「クリーンバンク
しがぎん」の実現を目指しています。

　「ＣＳＲ憲章」に込められた「共存共栄」の精神を体現する
ため、8項目からなる具体的指針「滋賀銀行 の 行動
規範」を策定しています。

（1999年に宣言）

「クリーン」に込めた４つの思い
①

②

③

④

省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」
「環境対応型金融商品・サービスの開発、提供」による
地域への環境保全活動への働きかけ
倫理観の強い行員づくり
透明度の高い情報開示

　

滋
賀
銀
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CSRリポート作成にあたって

クリーンバンクしがぎん 滋賀銀行の行動規範

　ＣＳＲ活動の中長期的計画や毎年度の取組内容等を組織
横断的に協議することを目的に、頭取を委員長とする

「ＣＳＲ委員会」を年３回開催しています。当行グループの
全役員が一堂に会し、ＣＳＲ活動の一層の充実に向けて、
積極的な討議を行っています。

ＣＳＲの推進態勢

次回の報告書発行予定 ： 2016年9月（予定）

●滋賀銀行は、2001年より「環境レポート」を毎年発行し、2004年に
「ＣＳＲリポート」に改称、今回が15冊目となります。

●本リポートは、当行が「クリーンバンクしがぎん」として果たすべき
ＣＳＲに関する方針や活動を報告するものです。

●活動の報告にあたっては、「ＣＳＲ憲章（経営理念）」の３つの約束、
①地域社会との共存共栄②役職員との共存共栄③地球環境との共存
共栄の各テーマを軸に、わかりやすい言葉と写真の多用により活動
内容をご理解いただけるよう心がけました。

●財務面およびその他詳細な情報については、「ディスクロージャー誌
2015」またはホームページをご覧ください。

●滋賀銀行のホームページで、本リポートのＰＤＦファイルおよび関連
情報を掲載しています。（http://www.shigagin.com）

編集方針

本リポートの対象範囲は、㈱滋賀銀行と関連会社（しがぎんビジネス
サービス㈱、しがぎん代理店㈱、しがぎんキャッシュサービス㈱、滋賀保証
サービス㈱、しがぎんコンピュータサービス㈱、㈱しがぎん経済文化
センター、㈱滋賀ディーシーカード、しがぎんリース・キャピタル㈱、
㈱しがぎんジェーシービー）とします。

報告対象組織

ＩＳＯ２６０００とは、国際標準化機構が提供するＳＲ（社会的責任）に関する
ガイダンス文書(手引書)です。既存のＣＳＲ活動と、ＩＳＯ２６０００に提示されて
いる７つの中核主題を比較・検証し、取り組みが不足している分野や発展
可能性のある点については、今後の取組課題としています。本リポートは、

ＩＳＯ２６０００を参考に作成しており、以下の通り対応しています。

ISO２６０００の活用


